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研究成果の概要（和文）：本研究は、IGF- I投与が抜歯後の歯槽骨形態に与える影響について明らかとすることを目的
に行った。ラット下顎右側第一臼歯の抜歯を行った。その後、IGF-I製剤を持続投与した。抜歯1週後、２週後、３週後
、６週後にマイクロＣＴを撮影した。その結果、IGF-I投与群は対照群と比較して、有意に新生骨面積が大きく、頬側
および舌側の歯槽骨頂の高さが高かった。以上の結果から、IGF-Iの全身投与は、抜歯窩の新生骨の形成促進のみなら
ず、頬舌側歯槽骨の吸収を抑制する働きを有することが示された。よって、抜歯窩の歯槽骨形態の維持に対しては、IG
F-I投与は有用と思われた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the longitudinal morphological 
changes in extraction sockets following sustained IGF-I treatment. Fourteen rats were subjected to right 
mandibular first molar extraction. Experimental rats received a continuous subcutaneous infusion of 
IGF-I. Micro-computed tomography scanning was performed immediately after tooth extraction, and at 1, 2, 
3 and 6 weeks after extraction. New bone formation was markedly higher in the IGF-I treated group as 
compared with the control group. The loss in alveolar ridge height in the IGF-I group was significantly 
lower than that in the control group at each time point after extraction on the buccal side, and at 2, 3 
and 6 weeks on the lingual side. In conclusions, IGF-I treatment increases the volume of newly formed 
bone and reduces the loss in alveolar ridge height following tooth extraction.

研究分野：口腔診断学
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１． 研究開始当初の背景 
 

補綴物を長期にわたって安定、維持、機

能させるためには、歯槽骨の状態を良好に

保つことが極めて重要である。口腔には顎

骨の破壊や吸収を伴う疾患が多く存在し、

自家骨や人工骨を用いた再建治療が行われ

ているが、必ずしも満足な結果は得られて

いない。そこで我々は IGF-I を用いた新た

な骨再生治療法の開発を目指すこととした。 
 
２．研究の目的 

これまで我々は、IGF- I投与は顎骨の骨

密度の上昇および骨芽細胞の増殖を誘発す

ることについて報告している。これらの結

果から、IGF- I投与は抜歯後の歯槽骨吸収

を抑制し、良好な歯槽骨維持に役立つので

はないかと考え、IGF- I投与が抜歯後の歯

槽骨形態に与える影響について明らかとす

ることを目的に本研究を行った。 

 
３．研究の方法 
４週齢雄ウィスター系ラット（83.7 ± 

8.4ｇ）38 匹に対し、イソフルラン吸入およ

びペントバルビタールナトリウム

(4mg/100g)の背部皮下注射による全身麻酔

下にて、ラット下顎右側第一臼歯の抜歯を

行い、抜歯モデルを作製した。その後、浸

透圧ミニポンプを用いて、ヒト IGF-I 製剤

を背部皮下組織より 320μg/day の割合で、

3週間持続投与した（IGF-I 投与群：n=19）。

一方、対照群には、IGF-I 投与群と同様の方

法、期間にて生理食塩水を持続投与した（

対照群：n=19)。各群 7匹ずつに対して、抜

歯 3 週後の時点で、イソフルラン吸入およ

びペントバルビタールナトリウム

(4mg/100g)の背部皮下注射による全身麻酔

下にミニポンプを摘出し、その後さらに 3

週間飼育した。 

抜歯 1週後、２週後、３週後、６週後に

マイクロＣＴを、咬合平面を床と平行にし、

うつ伏せの状態で撮影した。撮影されたデ

ータに対して、画像構築ソフトを用いて、

咬合平面および正中矢状面に垂直な MPR 画

像を作製した。それらの画像を用いて、下

顎右側第一臼歯遠心根相当部の下顎管より

上方の新生骨の面積を計測した。また、頬

側および舌側歯槽骨の高さの変化を調べる

ための基準として、下顎右側第一臼歯遠心

根相当部の両側下顎管を結んだ線を引き、

頬側および舌側の歯槽骨頂からの垂線の長

さを測定した。 

また、ペントバルビタールナトリウム

(4mg/100g)の背部皮下注射による全身麻酔

下にて、抜歯１週後（各群 6匹）および３

週後（各群 6匹）に摘出した下顎骨に対し

下顎右側第一臼歯遠心根相当部の5μm冠状

切断連続組織切片を作成し、ヘマトキシリ

ン・エオジン(HE)染色を施した。 
 
４．研究成果 

(1)IGF-I 投与群および対照群ともに抜歯３

週後までは有意な新生骨面積の増加がみ

られた。その後、抜歯 3週後から 6週後に

かけては両群ともに増加量は少なくなり、

抜歯３週後と６週後の間には有意差はみ

られなかった（図１A）。 

(2)IGF-I投与群は対照群と比較して、抜歯１

週後以降は、有意に新生骨面積は大きく、

その有意差は投与中止後も引き続いて認

められた（図１A）。 

(3)頬側および舌側歯槽骨頂の高さは両群と

もに有意な減少がみられ、その減少量は両

群ともに抜歯2週後から3週後までが大き

く、抜歯 3週後から 6週後にかけては両群

ともに減少量は少なくなり、抜歯３週目と

６週目の間には有意差はみられなかった

（図１B）。 

(4)IGF-I投与群は対照群と比較して、頬側歯

槽骨頂の高さは抜歯1週後より有意に高か

った。一方、舌側歯槽骨頂の高さは、抜歯

1 週後では、IGF-I 投与群と対照群の間に

有意差はみられなかったが、抜歯 2週後以



降ではIGF-I投与群の方が有意に高かった

（図１B）。 

(5)組織学的変化については、抜歯１週後の

海面骨部骨基質は、IGF-I投与群が対照群

に比較して密に形成されていた。抜歯３週

後では、IGF-I投与群、対照群ともに抜歯

１週後に比較して骨基質が密となり、両群

の骨基質に明らかな違いはみられなかっ

た。 
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以上の結果から、IGF-I の全身投与は、抜

歯窩の新生骨の形成促進のみならず、頬舌側

歯槽骨の吸収を抑制する働きを有すること

が示された。よって、抜歯窩の歯槽骨形態の

維持に対しては、IGF-I 投与は有用と思われ

た。 
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